
帯広市地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

①帯広市街地便の年間利用者数 平成30年度 4,376人（1便あたり3.8人）
②大正地区内巡回便の年間利用者数 平成30年度 1,577人（1便あたり2.1人）
③八千代線の年間利用者数 平成30年度 4,163人（1便あたり4.2人）
④戸蔦線の年間利用者数 平成30年度 7,160人（1便あたり4.9人）

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

【平成29年7月4日 平成29年度第1回会議】
・あいのりバス（八千代線・戸蔦線） 停留所新設について
【平成29年8月7日 平成29年度第2回会議】
・地域内フィーダー系統確保維持計画の策定について
【平成29年8月9日 平成29年度第3回会議】
・西地区コミュニティバス 停留所廃止・経路変更について
【平成30年6月21日 平成30年度第1回会議】
・地域内フィーダー系統確保維持計画の策定について
【平成30年8月24日 平成30年度第2回会議】
・あいのりタクシー（帯広市街地便・大正地区内巡回便）、あいの
りバス（八千代線・戸蔦線）、西地区コミュニティバス 運行経路・
ダイヤ・停留所変更について
【平成30年10月5日 平成30年度第3回会議】
・東８条線ほか３系統 運行経路・ダイヤ・停留所変更について
【平成31年1月11日 平成30年度第4回会議】
・地域内フィーダー系統確保維持改善事業の事業評価について平成３０年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

帯広市は北海道東部の十勝地方のほぼ中央に位置し、面積619.34平方キロメートル、
人口は約16万7千人の農業を主要産業とする十勝地方の中心都市である。
市内の公共交通機関は、市街地においては、十勝バス株式会社及び北海道拓殖バス
株式会社が路線バスを運行するほか、農村部においては、大正交通有限会社及び毎
日交通株式会社が予約式デマンド型交通である大正地区乗合タクシー・川西地区乗合
バスを運行しており、特に定時定路線の路線バスが存在しない農村部において、市街
地と農村部を安心・安全に結ぶ移動手段として、生活に欠かせない交通機関となってい
る。しかし、広大な運行区域をカバーするため経費が営業収益を大きく上回る状況にあ
ることから、地域住民の買物や通院などの日常生活の移動確保や地域間幹線系統等
との接続による広域的な移動支援などを図るため、帯広市内における生活交通手段を
維持・確保しつつ、収支改善に向けた利用者増加の取組みを進めながら、住民の生活
の足としての公共交通を維持していく必要がある。

●帯広市街地便 運行区域：大正地区～愛国町～帯広厚生病院
運賃：400～1,000円、平日（月～金）運行 1日7便
実績運行回数：515.0回

●大正地区内巡回便 運行区域：大正地区
運賃：500円 平日（月～金）、土曜運行 1日5便
実績運行回数：594.0回

地域公共交通の現況

・ＪＲ根室本線（帯広駅、柏林台駅、西帯広駅）
・路線バス
十勝バス（株）、北海道拓殖バス（株）市内41系統

・農村部デマンド交通
大正交通（有）、毎日交通（株）市内4系統

●八千代線 運行区域：八千代地区～川西市街～帯広厚生病院
運賃：300～1,000円、平日（月～金）運行 1日7便
実績運行回数：640.5回

●戸蔦線 運行区域：戸蔦地区～川西市街～帯広厚生病院
運賃：300～1,000円、平日（月～金）運行 1日7便
実績運行回数：594.5回



平成３０年度事業の実施状況（帯広市街地便・大正地区内巡回便）

１）プロセス、創意工夫

・敬老会における利用方法周知、利用登録受付
・利用登録者への登録証・時刻表収納ポーチの配布
・帯広市及び運行事業者ホームページでの周知
・インターネット予約受付の実施

２

２）運行系統

大正地区内

帯広市街地



平成３０年度事業の実施状況（八千代線・戸蔦線）

１）プロセス、創意工夫

・地域の中学校との連携による利用者登録・予約にかかる
負担軽減（学校を通じた予約）
・帯広市及び運行事業者ホームページでの周知
・インターネット予約受付の実施

３

２）運行系統

帯広市街地

八千代・戸蔦地区



４

・H30（H29.10~H30.9)：3,956人

３）利用実績

・H30（H29.10~H30.9)：2,867,227円

４）収入実績

●帯広市街地便

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 359 332 374 316 291 275 326 309 356 409 353 256
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帯広市街地便 利用人数

●帯広市街地便

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 239,787 234,602 261,871 243,306 210,111 208,815 235,945 212,750 282,010 284,371 241,824 211,835
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帯広市街地便 収入実績

●大正地区内巡回便

・H30（H29.10~H30.9)：1,638人

・H30（H29.10~H30.9)：802,375円

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 134 124 141 130 113 95 118 182 166 141 149 145
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大正地区内巡回便 利用人数

●大正地区内巡回便

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 64,433 60,498 68,137 64,433 55,637 47,998 59,109 86,887 81,100 69,757 73,693 70,693
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大正地区内巡回便 収入実績



５

・H30（H29.10~H30.9)：4,986人

３）利用実績

・H30（H29.10~H30.9)：2,513,704円

４）収入実績

●八千代線

●八千代線

●戸蔦線

・H30（H29.10~H30.9)：5,949人

・H30（H29.10~H30.9)：2,725,371円

●戸蔦線

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 413 442 392 329 335 333 408 500 458 483 440 453
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八千代線 利用人数

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 201,667 213,796 203,657 175,648 169,491 172,361 210,556 241,481 246,019 242,222 220,602 216,204
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八千代線 収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 292,870 270,139 243,611 221,528 243,796 193,981 194,213 195,602 231,389 226,157 210,278 201,807

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

収
入
額
（
円
）

戸蔦線 収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H30 620 602 582 463 533 410 420 437 529 484 436 433
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６）目標・効果達成状況

【帯広市街地便】

大雪等の影響により２～３月の利用が低調であったこと等により、
年間利用者数は目標4,376人（1便あたり3.8人）に対し3,956人（1
便当たり3.8人）であった。

【大正地区内巡回便】

３月の利用は低調であったものの、全体を通して利用者数が概
ね順調に推移したことにより、年間利用者数は目標1,577人（1便
当たり2.1人）に対し1,638人（1便あたり2.8人）であった。

【八千代線】

４月以降、利用者の約半数を占める中学生の八千代線への振り
分けが多かったこと等により、年間利用者数は目標4,163人（1便
当たり4.2人）に対し4,986人（1便あたり3.9人）であった。

【戸蔦線】

４月以降、利用者の約半数を占める中学生の八千代線への振り
分けが多かったことに加え、冬期間の利用者がやや低調であっ
たこと等により、年間利用者数は目標7,160人（1便当たり4.9人）
に対し5,949人（1便あたり5.0人）であった。

６

７）事業の今後の改善点

【帯広市街地便・大正地区内巡回便】
多くの利用が見込まれる大正地区内の高齢者を中心に、
ニーズの把握や利用方法の周知などの利用促進策を実施
し、利用者の増加を図る。

【八千代線・戸蔦線】
通院・買い物での利用が見込まれる地域内在住の高齢者に
対するニーズ把握や利用方法の周知を実施するとともに、
観光客への利用方法等のPRを実施し、利用者の増加を図
る。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・デマンド型交通にインターネット予約を導入し、新規利用者
の開拓及び利用者利便向上に取り組んでいることを評価す
る。
・一部目標を達成できなかった系統もあることから、効果的
な周知・広報活動を行い一層の利用促進を図るとともに、今
後も平成29年3月に策定した「帯広市地域公共交通網形成
計画」に沿って、利用しやすい公共交通ネットワークが構築
されることを期待する。

帯広市街地便、大正地区内巡回便、八千代線、戸蔦線

ともに計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


